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例 言

1 本報告は、京都市右京区京北下町折谷地内 (京都市立京北小中学校内)に所在する周山 2号墳の発掘調査報告に

関するものである。

2 調査は、龍谷大学文学部考古学実習室・考古学研究室が学術調査として実施した。
3 調査期間は、2022年 8月 17日 (水)～ 8月 28日 (日 )である。調査面積は 9m2である。
4 周山古墳群は、過去2次の調査が行われており、今次調査は周山lキ墳群第 3次調査に当たる。
第 1次調査 :1974年、同志社大学考占学研究宅 (森浩一主担当)による1号墳の墳rc部を対象とする発掘調査。

第 2次調査 :2012～ 2013年、龍谷大学考占学実習室による1～ 4号墳の現況測量 (平板測量)調査。

第3次調査 (今次):2022年度、龍谷大学考古学実習室による2号墳の形態、規模等確認の発掘調査。

5 調査は、国下多美樹 (龍谷大学文学部教授)、 木許守 (同教授)が担当し、下記の学生の主たる調査援助を得た。
ドローン撮影は、杉山洋 (同教授)に拠る。

調査補助 :花熊″i基 (博士課程 3回生)、 前田詞子 (修士課程 2「 lt)

調査参加者 :

廣澤公紀、和田一希 (以上、文化遺産学専攻 3回生)

池浦里咲 石橋初音 伊藤鴻司 稲1亘杏奈 植木悠矢 浦天音 片岡亜希 金井セピアアイシャエルフィアン
川崎凛 岸本悠馬 北岡正充 鍬田健太朗 小谷彩翔 小林永都 笹山和寛 竹中彬子 立花一佳 伊丹稀星
浅沼興希 谷田朱里 出国新 萩田雅己 堀川楓華 政川綾音 増田寛之 松井調 松尾野々花 南陸斗
宮崎なな 村崎結愛 山口千穂 吉Π‖平司 和田茉薫 永田裕希 (以上、文化遺産学専攻 2回生)
浅沼興希 (日本語日本文学 2回生)

6 調査に係る事務は、文学部教務課が担当した。
7 整理作業は、龍谷大学考古学実習室で行った。調査図面の整理作業は、花熊祐基、前田詞子、出土遺物の実測、トレー

ス作業は、池浦里咲が担当した。

8 本冊の執筆は、調査、整理担当者が行い、分担は F記の通りである。

花熊祐基

前田詞子

池浦里咲
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5調査の成果 〔1〕 第2-1東 トレンチ
5調査の成果 〔2〕 第2-1西 トレンチ
5調査の成果 〔3〕 出上遺物
1-〔 2〕 歴史的環境

國下多美樹 :1-〔 1〕 地理的環境、 2調査に至る経緯、3調査の目的と方法、4既往の調査 6ま とめ

9 調査に際しては、下記の機関、方々のご協力を得た。記して感謝中し上げる。

京都市教育委員会教育環境整備室、京都市立京都京北小中学校、京都市右京区京北出張所、

京北の文化財を守る会、ナベの会、あうる京北

馬瀬智光、黒須亜希子、熊井亮介 (以上、京都市文化財保護課)、 河内一浩 (安西工業)、 尼子奈美枝、
大田宏明、

金澤雄太、永井正浩、渡邊邦雄 (以上、ナベの会)、 神所尚揮 (bll西市教育委員会)、

小泉裕nl(京都府埋蔵文化財調査研究センター)、 高橋秀延 (京都京北小中学校)、
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10 本書の編集は、國下多美樹、木許守が担当した。
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1 位置と環境

〔1〕 地理的環境

周山2号墳は、京都市右京区京北下町折谷地内に所在する。京都市内から古墳のある周山地域までは車で約 1時間

30分ほどである。2021年暮れに、京北トンネルが開通するまでは、京都市内から国道 162号線を使って険しい山

間を通る道しかなかったから2時間以上かかった。

京都市内から古墳への道程は、天神川を遡り、そのまま国道 162号線として山問いの谷をすり抜けると、もう丹

波山地に入り込む山道となる。笠トンネルを抜けて、最後の周山トンネルを潜る。道路は左手の眼下に桂川を見なが

ら併走するようになる。さらに北進すると、桂川が北と北東に分岐する周山地点となる。北からの流れは弓肖り |、 北

東からの流れは上桂川と別称される。この2河川が形成した狭陰な盆地が周山盆地である。周山盆地の地形分析によ

ると、2河川の合流する京北町周山地域は、中央に高位段丘面、両河川に接して低位段丘面と沖積面が発達する (中

塚 2021)。

南から古墳群のある段丘面を見ると、中央の高位段丘面が馬の背状に高く、現在、京都市立京都京北小中学校がお

かれている。京北小中学校の西側脇道を上がって行くと、周山古墳群のある小さな杉木立ちとなる。周辺は学校建設

時に山林が開かれ、緑は、古墳群付近とさらに北方に広がる程度になった。古墳群の北側の露頭では強風化礫層が分

布しており、地形条件をみることができる。

周山古墳群は、この段丘の尾根上に位置し、周山盆地で最も眺望の開けた地に造営された古墳群である。

(國下)

〔2〕 歴史的環境

京北地域は93%が山地という山間部にあり、この盆地内に大堰川 (桂りIDと 弓削川が流れ、河川周囲の段丘や丘

陵において 135箇所で遺跡が発見されている。

京北地域では、1955(昭和 30)年に京北町鳥谷の北桑田高等学校付近から磨製石斧が、1967年に旧京北町宇津

小学校で凹基無茎式石鏃が出土しており、縄文～弥生時代での活動がみられる (京北町 1975)。 さらに土師器や須

恵器の破片なども出土しており、以降も古代人が集落を形成し、現代まで連綿と歴史が刻まれてきたことが知られる。

縄文時代では弓削川沿いを中心に遺物散布地の発見があるが、明確な遺構は見つかってない。遺跡として狭間谷遺

跡 (25)、 五本松遺跡 (32)、 東山遺跡 (39)、 栃本遺跡などがみられる。東山遺跡は縄文～中世にかけて営まれていた

集落遺跡で、古墳時代の竪穴住居跡や須恵器、韓式土器などが出土している。古墳時代に栄えた集落だったことが出

土遺物などから考えられている。また、愛宕山古墳群の調査では、出土品に縄文土器とサヌカイト片も見られた。



一

一

　

　

　

　

，

・

1九門屋敷跡 2蔦 谷古瞭群 3ふ くかなる .特墳群 4官 の谷占墳群 5上 中古墳群 6筒 江夏路古墳群 7弾 正 占崚群
8八幡宮裏山古墳群 9岩 々鼻古墳群  10筒 江迪跡・ i゙墳群  11中 道寺跡  12L中 太田道跡  13L中 城跡  14上 中遺跡
15下弓削遺跡  16矢 谷遺跡・古墳群  17矢 谷奥古墳群  18塩 |」古瞭群 19矢 谷奥遭跡 20塩 田口古験群 21永 林寺跡
22福徳 ■跡  23下 弓削銅舞 l●土地  24・IkHu谷 ごi墳群 25狭 間谷遺跡 26し が谷古瞭群 27井 崎遺跡 28丼 崎寺跡
29大年窯跡  30 Hl口 古墳群 31五 本松西遺跡  327■本松遺跡 33奥 堂遺跡 34卯 滝谷遺跡  35大 年 ,与墳群 36H山 城跡
37八津良城跡 38周 山真窯跡 39東 山追跡 40高 梨追跡 41周 山古墳群  42周 山廃寺跡 43祗 回谷遺跡  44 rr谷 吉墳群
45殷橋遺跡 46折 谷東占墳aF 47下町遺●lt 48鳥居八僣遺跡 49鳥 居 占墳酎 50塔 遺勝  51塔 城 52塔 村古墳群
53三宅谷古 IA群  54愛 岩山占墳群 55院 谷遺跡 56比 賀江占瞭群 57院 谷古墳群 5811江 占jra群  59中 江城
60最玄寺耗塚 61六 々遺跡 62人 野 iヽ墳群 63長 池 占墳群 64常 照皇 寺経塚 65蓋 願寺跡

図2 京都市右京区京北町の遺跡分布図 (京都市遺跡地図提供システムを参考に作成)

弥生時代では上中太田遺跡 (12)、 塔遺跡 (50)、 卯滝谷遺跡 (34)、 院谷遺跡 (55)などの集落遺跡が発見されて

いる。水稲耕作を営んでいたと考えられる遺構などもあり、縄文時代よりも遺跡数が増加した。塔遺跡では土器

溜り、卯滝谷遺跡では磨製石斧や石包丁、上中遺跡 (14)では土墳墓群などが出土しているが、注目すべきは江

戸時代に下弓削の山中から出土した扁平鉦式四区架裟欅文の銅鐸 (23)である。南丹波地域では唯―の銅鐸であ

り、大堰川上流で発見されたことから河川によって日本海側から弥生文化がもたらされたとも考えることができ

当地の歴史を知るにあたって欠くことができない文化財である (國下 2021)。

古墳時代になると多くの古墳が築造され、京北地域では約 230基の古墳が発見されており (熊井 2022)、 京
都府では亀岡市に次ぐ多さである。しかし、これらの古墳はほとんど調査されておらず内容が判明しているもの

は 5%に も満たない (註 1)。 前期古墳は前期末～中期初頭の愛宕山古墳群 (54)から認めることができる。愛宕
山古墳は割竹形木棺を擁する方墳であり、出土品に妨製鏡 3面や玉類、鉄剣などがあることから初期の首長墓
と考えられている (京北町 1983)。 中期古墳としては今回調査を行った周山古墳群 (41)がある。後期古墳とし

ては、京北地域で最大の群集墳数を誇る中江古墳群 (58)、 円墳で無袖式横穴式石室を持ち、稲荷をTEる塔村古



墳 (52)や無袖式横穴式石室を持ち、渡来系遺物である三足壷が出土した鳥谷占墳群 (2)な ど京北町一帯には横穴式

石宰が主体となる多くの古lrl群が形成された。一方で、古lll時代は京北地域一体を墳墓が占め、集落はあまり見られ

ない。

今回調査を行った周山古墳群は 11基の古墳で構成されている。京北町と同志社大学により 1号墳の調査が行われ

ており、方形墳であることや葺石・円筒埴輪片などが発見され、測量が行われている (森 1974)。 その他、調査とし

ては龍谷大学による周山古墳群測量 (國 ド・熊井 2014)がある。周山 1号墳と愛宕山占墳は首長墓であるが、その

背景には京北地域が近 lllの丹波・山城・近江・若狭への交通の要所として機能したように、占墳時代も地域間の交流

を背景に栄え、有力者が首長墓を築造するに至ったとみられている (永7L2003、 熊井 2022)。 また、周山 1号墳で

見られた方形墳は出雲地域で多く見られるもので、出雲族が京北地b_lに 入って暮らしていたという考えもある (註 2)。

rlt鳥から奈良時代にかけて古墳築造から寺院建築へと移り変わる。京北地域には今回調査を行った周山中学校 (現

京都市立周山小中学校)の敷地内に周山廃寺 (42)があった。自鳳文化が京北地域に根付いていた証である。この周

山廃寺は 1947年に行われた石田茂作による調査を端として現在にだるまで何度も調査が行われている (石田・三宅

1959、 京都市llF文 2019)。 1947年の調査では南門力L・ 東堂址・塔ll・ 中堂lL・ 北堂址・西堂l」:が狭い範囲に配置

された特異なllI藍配置であることが明白になり、大和り|1原寺式系譜をひく軒瓦などが出tした。中央政権との関係性

も考えられている。

1978年には廃寺の南西 900m地点で周山廃寺の瓦を焼成していた周山瓦窯址 (38)が発見された (東大考占研究

室 1982)。 最近行われた 2018年の調査では、失われたとみられていた西堂が地中に埋もれ残っていたことが明ら

かとなり、礎石 6基の再確認と建物周囲に排水溝が確認されている。さらに、大量の白鳳期の廃棄瓦が出土し、周

山廃寺は 7世紀創建の地方寺院として多くの建物IPが見られる数少ない地方寺院であり、この時期の■iり 方を知る

手がかりとなる貴重な遺跡であることが明確になった。また、占代の京北地域の開発は、秦氏や秦氏の傍系者が関わつ

ていたと考えられており、行基・弓削道鏡らが創建したと伝承が伝わる福徳寺跡 (22)や弥生～鎌倉時代まで機能し

ていた上中遺跡 (14)、 飛鳥～平安時代までの集落遺跡である高梨遺跡 (40)、 奈良‖キ代の集落遺跡として祇同谷遺跡 (43)

なども見られる。

平安時代になると、京北地域は弓肖り 1流域に弓削荘、大堰川流域に山|]荘が形成され、長Frl・ 平安京造営の本材を

供給する地 (仙)と なり発展する。当初、山国荘は修理職領であったが、後に中世～明治時代まで天皇の禁裏御料地

として支配され、皇室との深い関係が構築された (計 3)。 また、材本を筏輸送するために「御材木御問Jという間丸

組織が成↓し、活躍していく (藤「u1994)。 また塔遺跡では緑Tll陶器が出土しており、山|」荘の存在意義を物語る。

また、京北地域では料1仏習合の影響を受けており、山国神社内にあった神宮寺や弓削八幡神社内にあった神宮寺 (中

道、T)(H)な どが挙げられる。平安時代末になると経塚が築造される (註 4)。 主な経塚として高梨経塚、周山経塚、

毘沙門谷経塚などがあり、4111査 した周山経塚・毘沙門谷経塚からは茶碗や直刀などが出上した。

京北地域には京へ物を運ぶ商人のルー トとして周山街道がある。京都から若狭へ抜ける占代からのルートであり、

戦l■l時代～江Fl時代にかけて主に鯖を運ぶルートだったため西の鮎街道ともいわれている。京北地域は古代から日本

海)`)岸部と近畿地方を結ぶ交通の要所地であり、この立地が京北地域の発展へと繋がった。

中世の遺跡としては上中城跡 (13)がある。 14安時代末～中世の城館であり、京北町により2「l調査が行われてい

る。十塁は掻き揚げ上累であること、箱堀状の堀で囲まれていたこと、占墳時代からこの地が居住地として利用され

ていたことがり〕らかになった。また、最近の.lH査としては龍谷大学が 2014年から4年間かけて行った成果がある。

上中城以前の土地利用、城館跡の規模や構造を再確認、 L中城存マニ年代の手がかりとなる遺物も出上している。

南北朝時代には光厳天皇が出家して晩年過ごしたとされる常照 it寺がある。現在、常照皇寺裏山に光厳天皇山国陵

が市じられている。

中 1性の京北地域 (戦国時代)は宇津氏の支配 Fと なる。始めは禁裏の権力掌握を日指すが、やがて強大な力を持つ

と山国庄領主としての野望を抱くようになる。繊田信長が戦国大名として台頭してくると、宇津氏による年貢横領や

荘固略奪などの横暴に対して停止要求を行うが字津氏は信長を軽 lllし た。結局、信長は宇津頼重の居城であった宇津

獄山城を明智光秀に攻めさせ、あっけなく敗北することとなる (討 15)。 これにより宇津氏の勢力圏は全て光秀のもの

となり、光秀は新たに上桂川と・j浄り1合流地に周山城跡 (36)を築く (註 6)。 この時、網野村から周山村に地 71が改

変されたが、城の完成をみることなく、光秀死亡により築造途中で光秀方残党によって焼け落ちた。現在、周山城跡



は織豊系城郭中でも特筆される城であ り、2本の堀切を挟み東 と西に城を構える大規模な縄張 りを持つ (福島 2008、

中居・高橋 2013、 京都市 2021・ 2022)。 2016年に現地踏査・測量などが行われた。規模は東西約 1 3km、 南北約 0 7km

に及ぶことが明らかになった。 さらに 2017年 には航空 レーザー測量で「赤色立体地図」が作成され、新たな遺構が

確認された。 2020年 には現状記録 としてオルソ測量、保護のために石垣崩落対策が行われた。

近世末では、幕末期に農兵隊 として成辰戦争を戦った山国隊が京北地域で結成され、戦死者が山国護国神社に千Lら

れている。

(廣澤公紀 )

註

(1)熊丼 2022報告に拠る。

(2) 1京 Jヒ町誌」1975 pp 21

(3)岡野友彦 2009「修理職領から禁裏領へ」:禁裏領山国荘 J pp24に 拠ると、中世時は修理職領のままであり、修理職の官司そのも

のが天皇に直属イヒしたことで禁裏領になったという.llもある (桜丼 1987)。

(4)'京北町誌』1975 pp 49に拠ると、源義家が京北宇津の切畑にて安部貞任しつ裂きにして理めたが、怨霊の崇りをおそれ分神を祀り

怨霊を鎮めたという伝承がある。

(5)1京都府の歴史散歩:卜 pp 268に 拠ると、1信長公記Jに宇津城は一戦も交えず落城との.d載がある.

(6)「京都府の歴史散歩 J tt pp 268に 拠ると、日山城は宇津城を大改修した城との記載がある。
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龍谷大学文学部考Ff学実習室「 L中城跡の研究JF龍谷大学文学部考古学実習調査報告書j第 1冊 2021年

2 調査に至る経緯

(1〕 概要

龍谷大学文学部考:与学実習室では、考古学研究室と協力して 2012年度 (平成 24)から京都市右京区の埋蔵文化

財を対象に、フィールド調査を進めてきた。具体的には、京都Iド右京区京北下町の周山古墳群の測量調査、上中城跡

の測量調査、発掘調査、嵯峨野地域の踏査と大覚寺4号墳の墳丘測キ1、 発掘調査である。その成果は、毎年度末に実

習報告書 F龍谷大学考占学実習Jで公表しつつ、一定の成果をまとめた調査報告書『上中城跡の研究」 (『龍谷大学文

学部考古学実習調査報告壽第 1冊、2021年)と して公■lしている。

本報告に収載したl.ni山 2号墳を含む周山古墳群は、2012年度に京北町で初めて取り組んだ調査であった。京都市

右京区京北町域をフィールドとして設定したのは、かつて岡崎晋剛1先生 (本学名誉教授)、 杉本宏先生 (現、京都芸

術大学)による研究対象として、この地が選ばれたことがあり、学問的には京都の北lll、 丹波地域東部に位置し、平

安京との関係や山陰、近,T各地との水陸の交通が見られることなど、当地が原始・古代の京都を考えるJlで重要な地

域であるという理由からであった。しかし、調べて見ると、当地の考占学的情報は極めて限られており、考古学的遺

跡の基礎資料の収集が不口F欠な状況であった。

そこで、京都市文化財保護課と調整を重ねた上で、考占学実習の主担当であった國ドが当時修■1回生であった熊

井亮介 (現京都市文化財保護課)、 学部2回 11の浅田洋輔 (現字治 lj教育委員会)と共に、 li京北町教育委員会の文

化財担当者であった人魯亨氏に協力を求め、現地確認を行った。現地の環境的な条件も含めて、実地の調査がrlr能で

学術的意義も大きい周山古墳群を対象に行うことになった。

り』山占墳群の測量調査から着手した。測量調査は、 1号墳と3号墳、及び北側の高まりを対象として、2022年 8

月5日から10日 の期間で行い、縮尺 1/50で 25cm膚 1隔の等高線を図化する｀「 板測量を行った。調査終了後、熊

丼が京北町総合庁合に保管されていた周山廃寺の資料調査を行い、調査成果に生かした。

その結果、周山1号墳は、南北約 20m、 東西約 17mのやや南北に長い方墳と推定され、葺石を伴うこと、北側に

高まりをもつこと、墳頂平IF面で歴史時代の須恵器片、市西の崖付近で6け紀前半 (MT15～ TK10型式)の須恵器

を採取し、南東側に東北東―西南西向きの畔状遺構を確認し、周山廃寺同籠の車T丸瓦を採取するなど重要な成果をお

さめた (『龍谷大学考占学実習ピNo 9、 2013年 )。

ところで、周山古墳群は、1974年 と翌年に同志社大学考″f学研究室が発掘調査を行っている (日本考古学協会

1976年 )。 同大学による調査成果は、森浩一氏を主担当として 1号墳の西裾から2号墳との境に調査区を設けて実

施されたものであった。両墳の境は溝状となっており、葺石が連続していたことが明らかになっていた。

そこで、龍谷大学では、2013年 8月 5日 から8日、及び8月 21日から9月 1日 までの 16日 間を要して、校内

に現存する古墳群全体の測量調査を行い周辺の情報収集も行った。演1量調査は、前年度の成果を生かして、西側の2

号墳、北西側の4号墳を対象を広げ、概ね、杉木立ちとして残る範囲の全域を資料化することができた。

2013年 3月 7日・18日 には、同志社大学歴史資料館が所蔵・保管している周山1号墳の埴輪の資料調査を行った。

その結果、 1号墳から円筒埴輸6点、蓋形埴輪5点他、破片が出11しており、4は紀後葉の年代であることが明らか

になった (花熊 2014)。

2013年 10月 、同志社大学考古学研究室の行った周山 1号墳の調査資料が辻川哲朗氏によって公表された (辻川

2013)。 1974年当時の調査関連の資料を提′六され調査状況と成果を整理されたもので、できうる限りの情報提供が



なされた。

京‖;lj遺助i地 《台帳に〈発録された内容は、周山中学校 (当時、現京‖
`市

立京都lnl山小中学校)の北側には、かつて

11り itか らなる:li墳群が存在していたことが1陽れたが、その位Fiについては 京都府遺跡地図 、 '(北町遺跡地|《 _、
1京‖
`,遺
lll tt КI台‖t で混舌しが見られた そこで、国下と熊 ,卜が泄11[期‖‖中に周辺の踏査を行い、■1状確認を行っ

たところ、 1ヽ 4号 1責と7ヽ ll号 lllが現存し、 2ヽ 5号墳はIIせ存する可能性を指lliす るに留まる、 5・ 6号墳はグ

ランド造llKによってよL表山|に痕跡をとどめないことが明確になった
=

以 11の経緯を路まえて、周山 lf墳 lllの発掘訓合を行ってlf墳に直接1渇わる基礎資料の人手が急務と考え発掘調査を

i十画したのである.

〔2〕 全体計画

発掘調査

2022年 度 :川山 2']lliの 範 ll確認1調査 現1也説けl会等による成果の公表
2023～ 2025年 1芝 :周 山 3)ナ墳・ 4号 lliの範 lll確 ,認調査.及び 1号墳北側の高まり、南東側の上早状以降のlJH杏

必要に応じて追加1の調査を
′
た施

=

整理・報告書作成

毎年度の調合成果の概要は、 考Jr′実習子こ11,調査lllttllt告」として年度内に口」行.
2026年 1壼に1調査の総11報告.11を■l行する.

〔3〕 2022年度の調査過程

以 iの言「画について、京都 lj文化‖イ保護課とll・1整を図り、2022年 (令和4)6月 7日付で龍谷大学が発掘.l・J合の

届出を行った,そ して、2022年 7り 126日 付でll蔵 丈fヒ財の発11調査についての通気|(4教第 5'チの 17)を得ている.

調査は、 予il‖ を含めて、 8サ 117日 から9'12‖ までの約 2週 Flを期‖Jと して計 blし‖‖始したが、調査の状況か
ら8り 128日 に終了した.

以 ド、調査過程を略述する.

調査日誌抄

8'11711(′ k)・ 1811(本):雨で中Iliす る

8り 11911(金 ):本 ‖より本格的な調査開始.機材搬人,テ ント設営.京都 市立京北小中学校、京都市京北出張

1折に1/iす,  2'チたlθ)1「メ1り f乍業

8月 20H(1:):2号墳のら|力」り終 了し、調査青1風景の写真撮影 2)ナ墳の墳裾IIF定位置を現地で表示して、古

墳中111線を設定する まず、東西トレンチを設定.束西 16 5nl、 南北 10m.山 i積 165m.llll丘 上の杉の根株を避
けて中央で食違いトレンチとする。

午後より、 トレンチの11リ ドιナ開始.表 卜は、
現代の腐植土片イ 根が多く難航する 墳 1束の

トレンチを 2- 1束 トレンチ、 Fの トレンチを

2-1西 トレンチと命名する。
8月 21月 (‖ ): 2-1ト レンチの表 11(第
1層 )ll■ リドげ作業 2-1西 トレンチでは
第 1層直 ドに締りのある褐色系砂質 tが現れ、

東に向かって何:牟斗すると‖l明。 2-1東 トレン
チでは、り与1層 責ドで褐色士が現れる.第 1片イ

から近世lL出 [.‖11作業を行う.

8月 22日 (月 ): 2-1束 トレンチでは、

墳丘側は表 lJ除ム後、盛 i系■が現れる。 5 cnl

程度の薄層で /1N人の礫を伴う.想定した墳裾付

近の流Jlか ら人頭人の礫が出始める 礫を含む 図3 調査開始時の地元の方々へのこ挨拶



地層の基質は 1層系十。現代以前の里道に伴うものか 束に拡
張して 1号墳との関係を検討する。

2-1西 トレンチでは、 1層系 |:を完全に掘り Lげたのち3L
れた鼓色系 ii 11面で精介する。地山を確認するために、西端で

..t掘する。lllli斜面の形成上は、盛上系の 11層。さらに東端を

拡張し掘リドげると、褐色シルトとなる。水準移動作業。

8り 123「 |(火):2-1東 トレンチは、頭部を拡げて 1層

をltrり 下げる。礫の検出。

2-1西 トレンチは、西部の掘り下げと断面精査。やや締り
のある褐色系粘質シルトないし礫質シルトの分布は盛 11の可能

1■。平面図、 FJl面図用の渦幌 杭設定。

水谷氏、馬瀬氏、黒須氏来現。

8り 12411(水 ):2-1東 トレンチは、 トレンチ|"端で試
掘をして下層の状態を確認する。墳丘側は、 1層を除去すると

盛 I:系 上、ll部は濁灰色系粘質シルト (近現代か)、 さらに黄

褐色粘上を除去すると平11面を 卜に向け配夕lしたかのように見

える石敷きを検出.

2-l ltlト レンチは、北側を束西向きに試掘する。深さ

20cmまで。 L面で検出した盛 L層が連続する様相.西端で墳

lLを認定。河内氏来現。

8月 2511(木):2-1東 トレンチ試掘作業。
第 1層以深の成果を受けて、基本層序は、近世か

ら近代と想定する灰色系シルトを第 2層、 2号墳

の墳丘盛上層を第 3層、基盤を第 4層とする。

2-1西 トレンチ l■l部を試掘して墳裾を探す。
2層系土をltrり 下げると拳大の礫が散布し始め

る。

8月 26日 (金 ): 2-1東 トレンチは、試
掘を礫群検|lfQ階でlLめ て全景写真撮影および三

次′亡測量。断面図作成。

2-1西 トレンチ西端で検出していた礫群が転
落イi状になったので除去し墳裾を検出する。全景

撮影。

午後 1時より地元.ltり l会開催。16名の参 lJO。

8月 27日 (L): 杉山洋先41に よるドロー
ン撮影。

2-1東 トレンチは試掘をさらに掘り下げて断
面lXlを作成。全景撮影。 2-17Ч トレンチは、全

景|メ真撮影。

リピ子氏、大旧氏、金澤氏、永丼氏、渡邊氏、熊

丼氏、小泉氏、神所氏来現。

8月 28日 (日 ): 11め戻し作業。機材撤収。

本‖で調査終 Fc

(國下多美樹)

図4 テント設営風景

図5 2号墳の草刈り状況 (北東から)

図6 2-1東 トレンチ発掘風景 (東から)



3 調査の目的と方法

2022年度は、同山2'〕墳を次の諸点を明らかにする目的で、lt■l確認の調査を実施した。

0 墳形、規模の確認
2 葺石、埴輪等の外表施設の有無の確認
0 埋葬施設の残存状況の確認
■ 築造時抑1に関わる資料の人手
まず、■の点である。周山2号墳は、本学による測≒t調査の結果、 5'1の方lllで構成されるとIF定できたが、あくま

で地表山iの観察の結果であるから、墳形や規模の推定については正確性を伴うものではなかった,今「1の対象とした 2

号墳の31況は、北・束・南辺は比較的りl瞭に下端を認定できたが、 ltl端は墳丘が流出した状況で明確に決めることは難

しい状沙ιであった。

2の点は、 1号墳の外表施設が葺石、埴輪をf半 うことが明らかになっているなかで、隣接する2号 lllについての情報

が一切,tい現状である.少なくとも地表|「にはほとんど彗石サイズの礫の散4iが lξいし、埴輪等の遺物も採集されてい

ない。また、 2'ナ墳の束端は、 1号墳と接しているために、 1)」 墳の葺イゴがどのように2号墳に広がっているのかにつ

いての情報が不lf欠であった, 1号墳の西裾の調査でllli認 されていた礫敷遺構の性格を解明することも,課題となる。

3の点は、11葬施設がどの程度遺存しているかの基本情報を得ることを日的とする。現状は、中央部が大きく|]んで

おり、 li体部の遺存状,)1を確認することになる.

この1(は、 2'チ墳の年代に風|わるJ:器、埴輪などのrl接資料を入手することである.占墳 11軸の方位性からすれば、
1号墳の年代に近いものと推測することが妥当であろうが、考lif資料など年代仰l定の資料を入千できれば、占llt群の形

成過程を復元する資料となり得る。

以 卜の目的を達成するために、調査は、2号墳の中軸線 Lに トレンチを設定して行うことにした,ト レンチは、幅 15m、

長さ 18mの長方形を |ン′1杉に交差して,:「画した。しかし、現地において古墳の想定中輛‖線を割り出し,it定 したところ、

杉の木などの樹木で位[′:をずらさぎるを得なかった。また、 トレンチの掘り下げ作業に手間取り、当初の計画を束西ト
レンチのみで、面積も最小限FIに変更して墳裾の確認を先行させる方針に変IIし た。

結果、今次調査で設定した 2'ナ墳の調査トレンチは、占墳の打北中軸 11の 1ト レンチ (2-1ト レンチと呼称)のみ

として、主体部付近の中央部は調査しないで、2号墳の束裾付近のトレンチ (2-1束 トレンチ)、 同lltの西lll付近の
トレンチ (2-1西 トレンチ)と した。 2-1束 トレンチは、liJヒ l nl、 東西 35m、 面積 35i■ 、 2-2ト レンチは、
市北 i nl、 東西 6m、 前i積 6 nlであり、総面積 95」 となった。

今次.ll査では、2013年度調査時に前山i舗装道路に設けたⅥ系|‖上座標点 RP 9、 及び牧地北束に設置した基rllポィン

卜を利用 して、新たに 2点 (RP50・ 51)を設置:し た。

以 下、関連する測量 lJk果 を記す。

RP9 X=-93281069

Y=-33211658

H=277 412nl

RP14 X=-93317129

Y=-33220027

RP50 X=-93306294

Y=-33225322

H=278515m

RP51 X=-93299587

Y=-33234H8

H=276853m

(図下多美樹 )

図 7 現地説明会風景



4 既往の調査

〔1〕 古墳群の構成

周山古墳群は、現在、京都市遺跡地図に 1～ 9号墳の 9基が現存しているものとして登録され、周知されている。

古墳群は、丘陵の尾根ないし東斜面の南北 450m、 東西 100～ 150mの範囲に分布している。その分布は、占墳群

南端の標高 2764m前後に、今次対象とした 2号墳を含む 1～ 4Fナ墳、北西端の標高 2944m付近に 5号墳、北東

端の標高 2913m前後の東斜面 Lに 6～ 9号墳がある。古墳群の中央部付近はグランドになっており、大きく削平さ

れている。

かつては、H基の古墳群があった。1986年に埋蔵文化財包蔵地として最初に周知された『京都府遺跡地図』では、
11基の方墳が半壊または完存していた (表 1)。 現在では地表面に残らない 4・ 5号墳は、グランド造成時か以前に

削平されたものと推測され、2007年の ア京都市遺跡地図台帳第 8版』では、 2基が所在不明とされている。

1～ 4号墳については、2012年から2013年にかけて、龍谷大学考古学実習室・考占学研究室が 25cmコ ンター

による演1量図を作成して公表した (龍谷大学 2013・ 2014)。

〔2〕 1号墳の調査

周山古墳群の最初の発掘調査は、1974年の同志社大学考古学研究室 (森浩一氏主担)による 1号墳の調査である。

その調査内容については、正式な報告書が未刊行であったが、幸いにも同志社大学歴史資料館に残されていた「周山

古墳群調査概要」や発掘調査日誌が公開され、日本考古学年報の記.載、出十した埴輪の内容が整理報告された (辻川

2013)。

調査は、1974年 7月 21日 から7月 28日 までの 8日 間で、 1号墳の墳丘北西裾部、西側側面と隣接する2号

墳との間、墳丘東側の 3箇所にトレンチを入れて調査された。ここでは、「1974年度調査の結果のまとめJ(辻川

2013、 p10)と題して、その成果をまとめられた辻川氏の報告内容を引用する。

【墳形と規模】「概要原稿Jでは、調査結果から「1号墳の西側りI底部での南北長は 164m、 現在の高さは 17m」

と結論づけた。なお、「南北 164m× 東西 155m、 高さ 17m」の方墳とする史料 2はこの調査にもとづくであろう。

【外表施設】すくなくとも墳丘西側斜面には、ほぼ全面に葺石が葺かれていた可能性がたかい。葺石は 10～

20cmの石材を基調とし、基底部には大型 (30～ 50cm)の石材が根石として一列の並べられていた。葺石の

石材は角礫であり、若干の河原石を併用していた。

【1号墳・ 2号墳間の礫敷】 1号墳・ 2号墳間には、川原石をllえた径 15～ 25cmの扁平礫を約 27mの幅で

地山に敷いている状況が確認された。この石敷きは、 1号墳西斜面の葺石裾部より16m離れており、その間は

平III面をなし、礫敷の底面が浅い U字状を呈していた。

表 1 周山古墳群規模等一覧表

周山 1号墳 方墳 下折谷 丘陵稜、一辺18m、 高 3m、 葺石、埴輪、古墳中期、

周山 2号墳 方墳 下折谷 丘陵稜、一辺15m、 高25m、 中央部既掘孔

28-3 周山 3号墳 方墳 下折谷 丘陵稜、一辺10m、 高lm

周山 4号墳 方墳 下折谷 丘陵稜、一辺20m、 高 4m、 中央部既掘孔

28-5 周山 5号墳 方墳 下折谷 丘陵稜、一辺109m、 高15m 半壊

周山 6号墳 方墳 下折谷 丘陵稜、一辺10m、 高lm 半壊

28-7 周山 7号墳 方墳 下折谷 丘陵稜、一辺125m、 高18m、 葺石

周山 8号墳 方墳 下折谷 丘陵稜、一辺15m、 高15m

周山 9号墳 方墳 下折谷 丘陵稜、一辺 8m、 高 lm
28-10 周山10号墳 方墳 下折谷 丘陵稜、一辺1lm、 高15m
28-11 周山11号墳 方墳 下折谷 丘陵稜、一辺 8m、 高 lm 完存
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【埴輪配置】‖|IJ犬況等を勘案すると、墳順部平‖1面 Lに少 :[tの 円筒埴輪と蓋形埴輪等が樹立されていたことが

想定できた。(以 L、 引用)

なお、 1号墳出 卜の埴輪は、同志社大学歴史資料館にf果管されている。コンテナに 1/2箱ほどで、辻川氏によっ

て報告されている。器種は、円筒埴輪 (普通形、

朝顔形 )、 形象埴輪 (蓋形、不明)で、円筒埴

輪は埴輪検,討会編年Ⅲ期 0‖西編年Ⅲ期)の中

期前葉頃の年代であった。

‐方、龍谷大学考 1学実習室・考μf学研究室

が 2012年 度から7年にかけて実施した周山古

墳群の測量成果との対比も行われている。成果

との対比では、 1'チ墳の墳丘裾部の位置は標高

2770m付近ではなく、標高 2775mで、南北

約 165m、 東ノ1約 15mに 復元するのが妥当で

あるとの見解も出されている。

以上のように、 1号墳の発掘調査成果は、占

墳の年代や性格を考える点で重要な成果となる

一方、 2'ナ墳との間の石敷については年代、構

造などドF検「、すすべき点を残すこととなった。

〔3〕 2～ 4号墳

2号墳は、 1号墳と l:軸を概ね揃えた、南北約 135m、 東西約 12m、 高さ約 15mの方墳と推演1し ている。Irl 11

上には人頭人の礫が散見されるが、 1号墳ほど量が多くないので、葺イiが伴うか否かの判断は難しい。墳丘中央は人

きく凹むがイi材は見えないので、埋葬施設は木棺直葬ではないかとlll波 1さ れている。墳丘東斜面は東にむけて押し流

された状況でlllllPは不明瞭である。これまでに遺物を採集できていないが、 1号墳の方位性から5世紀初め頃と推淑1

している。

3号墳は、 2号墳北側にある標高 278mの高まりである。 1'チ lll北側の高まりと同様に古墳か否か明確になって

いない。rFt丘の構築に伴って削り残された地形の可能性もある。遺417Jは採集していない。

4号 trlは 、 2),墳の北 37m付近にある方墳である。占墳の規模は、 ‐辺約 17m、 高さ約 25m。 古墳 卜軸は、北
で東に約 30度傾く。墳丘 Lで大礫は確認できないので葺

`iは

ないものと見られている。また、段築痕跡も見られない。

墳丘中央付近は、長さ約 5m、 深さ約 2mの盗掘子しがある。墳岳1の周囲には幅 4mほ どの周溝がめぐる。東側は

堤状の高まりが連続するが、占墳に伴うものではなく、さらに東側の造成によって削り残されたものである可能性が

高い。今回、地表面で採集した須恵器が本墳に

伴うものであれば、6世紀代の可能性が指摘で

きる。(図 ド多美樹)
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告J 考占学実習 No10 2014年。

図 9 周山 1号墳の現状 (西から)

図 10 周山 3・ 4号墳の現状 (南東から)



5 調査の成果

〔1〕 2-1東 トレンチ
1 基本層序 (図 11)

表土である 1層を取り除くと、墳丘盛上の流出11を含む比較的しまりのよい褐色粘質十の 2a層を全面に検出した。

当初はしまりのよい 2a層を墳丘盛Jlと想定したが、 トレンチ東端部の石敷きの状況確認のために、断割りをいれる
と、その直下にはしまりが悪く植物の根が多く入る黄褐色系統のシルト～粘質 1:の 2b層が認められ、くわえてこれ

らの層は後述する道路状遺構と考えられる石敷きや墳丘盛土 L面を覆っていたため、近代以降の新しい時期の堆積層

と認識した。

2b層を取り除くと、東端付近では道路状遺構の構築土とみられる拳大の礫を多く含む褐色粘質十の 3層、西端で

は上面に石材が乗り墳丘盛土とみられるしまりのよい褐色粘質tの 4層、中央では地山とみられる橙色粘質上の 5層

を検出した。 3層と4層の先後関係は明らかではないが、 4層が占墳の墳丘に伴うものであり、 3層が道路状遺構に

伴うものとみられることから、 4層が古く3層が新しいものである可能性が高い。

2 遺構と遺物 (図 12)

周山 2号墳の墳丘盛土は前述した 4層で、 トレンチ西端上端から東へ 70cm付近の地点において傾斜変換点が認め
られ、墳丘東端と認識した。西トレンチで検出した墳丘端とは直線距離で約 13mとなる。また、墳丘端付近には長

さ 40cm、 幅 20cm以上の大型の石材があり、葺石の基底石の可能性が考えられたが、傾斜変換点よりやや上に位置し、

石材下訂
'こ

2b層が入り込んでいたことから、葺イiではなく後述する石敷きに伴うものの日」能性が高い。

墳 ri斜面は 40～ 45°程度の角度で立ち上がっており、その表面には拳大～人頭大の礫が 4石認められた。石材は

いずれもチャートの亜角礫である。これらの石材については、西側 トレンチで検出した石材と大きさが似通っており、

葺石とみられる。ただし、いくらかの封十の流出は想定できるものの、石材は墳丘斜面にまばらにしか認められず、

古墳築造当初から葺riは まばらにしか施されていなかったものとみられる。古墳に伴う遺物は認められなかった。

トレンチの東半では3層 L面において、拳大～人頭大の石材を面的に敷き詰めた石敷き遺構を検出した。同志社大

学による 1号墳の調査時に、1号墳と2号墳の間の平坦而に河原石が敷き詰められていることが明らかになっており、

検出した石敷きはこれに相当するとみられる。石材は 1号墳の斜面で表面観察できる葺石や 2号墳で認められる葺石

のようなチャー トの角礫も一部含むものの、河原石由来の円礫も多く認められ、また円礫の平坦面がレベルを揃えた

うえで上部に向けられている状態であった。

断割りをいれた個所では、石敷きの ド部から裏込めとみられる拳人の礫群を検出した。同志社大学の調査時は占墳

に伴う石敷きと想定されていたが、石材の種類や 141旦面のレベルを揃えて 卜に向けて敷き詰めている状況、裏込めの

在り方などから、道路状遺構である口J能性が高いとみられるが、性格を確定することはできなかった。

遺物は、構築土の 3層から出土せず、構築された時期は不明である。なお、イi敷き遺構のJi面で近世瓦片が出土し

ており、現状では石敷き遺構の年代は近世以降と想定する。

3 小結
本トレンチの成果をまとめると、以 下のとおりである。

周山 2号墳に伴うものとしては、墳丘東端を確認したほか、墳丘斜面において葺石とみられる拳大～人頭大の石材

を検出した。葺石はまばらにしか認められず、当初からまばらな施行であったとみられる。占墳に伴なう遺物は出土

しなかった。

トレンチの東半部では、石敷き遺構を検出した。同志社大学の調査では古墳に伴う石敷きと想定されていたが、上

面で近世以降の瓦片がHJ上 したこと、石材のいずれもが平坦面を 卜に向けていることから、近世以降の道路状遺構と

推定したが、確定には至らなかった。

(花熊祐基)

つ
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図 11 2-1東 トレンチ断面図

図 12 2-1東 トレンチ平面図
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〔2〕 2-1西 トレンチ
墳頂から西側にかけては盗掘坑ないし上採りの痕跡と考えられる大きな「月みがあり、この凹みから墳丘西端の裾推

定地付近にかけてトレンチを設けた。 トレンチ規模は東llh 7 m、 南北 lmと した。

1 基本層序 (図 13)

西トレンチの基本層序は [層観察に基づいて大きく3層に区分した。

1層は木や笹の根が多く41え る表上である。 1層を取り除くと、西側には締りの悪い黄褐色粘質土の 2a層、東側

には締りのよい褐色の粘質シルト～粘十の 3a層を検出した。締りの良さから、3a層が墳丘盛土である可能性を考え、

北壁側を幅約 30～ 40cm、深さ約 40～ 70cmま で試掘した。その結果、3a層の直下にオリープ褐色、黄褐色のプロッ

クや 5～ 30mm大の礫を少量含む、にぶい褐色の粘質シルト～粘土の 3b層、この 3b層の直下に褐色の粘上の 3c

層を検出した。

2a層の直下には、礫を含む灰黄褐色の粘質上の 2b層、 L層に 50～ 200mm人のチャー トを多量、砂礫を少量

含む暗褐色の粘土の 2c層を検出した。 3層は締りがよいが、 2層は締りが悪く、傾斜変換点も確認できたため、3

層は墳f‐ 盛 t、 2層は墳 rL構築後に流出した二次堆積と考えられる。また、 2c層に堆積した多量の礫に関しては、

現段階では流れ落ちた葺(iが堆積したものと想定しているが、墳丘前面を覆うほどの量はないので確定することは難

しい。

2 遺構と遺物 (図 14)
西トレンチでは、周山 2号墳の墳丘盛上を前述した 3層 とし、 トレンチ西端から東約 2m地点において傾斜変換
点が認められた。傾斜は40～ 45°程度で立ち Lがり、東トレンチで確認された墳丘斜面の角度ともおおよそ一致する。

墳丘盛十は、土層観察の結果、 3c層、 3b層、 3a層の順に、10～ 20cm程度の厚さで積み上げて構築したことが

推測される。

墳丘端付近で検出した多量の礫は、検出した位置や出上状況から、前述した通り、葺石として使用されていた礫が

流れ落ちたものと考えられるが、全面を葺き上げる量はない。礫は拳大～人頭大の基盤起源の亜角礫が中心であるが、

中には円礫や縄文時代の磨凹み石も認められたため、河床から搬人されたた可能性が考えられる。

今回の調査では、礫群の中に磨凹み石が混入していたものの、占墳に伴う遺物は確認できなかった。

(前田詞子)

図 13 2-1西 トレンチ平面図・断面図
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図 14 2-1西 トレンチ平面図

〔3〕 出土遺物 (図 15)

今回の調査では、縄文時代、近世の遺物が少量出上した。ここでは4号墳で採集した遺物についても報告する。

磨凹み石 (1)周山2号墳、2-1西 トレンチ西端の第 2層下位から出土した。河床礫の砂岩を利用するもの。
平面楕円形を呈する。上端を欠損する。a・ b面は敲打痕・磨り痕跡、b・c面に叩きによる凹痕、d面にも敲打痕が残る。

長軸 13 7cm、 短軸 11 lcm、 厚さ 7 5cm、 重さ 1,630g。 縄文時代の所産であろう。

須恵器・甕 (2)周山 4号墳墳丘上で採集されたもの。体部片である。外面は平行タタキ (3条 /cm)、 内面は

同心円当て具痕を残す。外面の一部に、にぶい黄橙色 (10YR6/3)の 自然釉が付着する。胎土は、緻密で05mm大

の長石を含む。硬質焼成。色調は、内面灰色 (N5/0)、 外面灰色 (6/0)、 断面にぶい赤褐色 (5YR5/3)である。

平瓦 (3)周山2号墳、2-1東 トレンチ第 1層から出土した。側辺を残す断片である。凸凹面ともにナデ調整、

側面は削り調整。厚さ 1 2cm。 胎士は緻密で黒色粒を少量含む。硬質焼成。表面・断面灰褐色 (10YR6/2)を呈する。

近世の所産であろう。 (池浦里咲)

まとめ

周山古墳群の発掘調査は、1971年の同志社大学考古学研究室による1号墳の調査以来、半世紀ぶりとなった。 5

年間の調査計画の初年度となった 2022年度は、2号墳の墳丘調査に着手した年度である。その成果と課題について

述べてまとめとしたい。

① 墳形、規模の確認
墳形の確定は今後の調査に委ねられるが、方墳であることを追認する状況であった。規模は、古墳主軸に沿った東
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西向きのトレンチでそれぞれ墳丘端を検出し、東西長が 13mであることが明らかになった。測量調査時は東西長を

12mと想定していたので、lm程度大きくなったことになる。基底石の検出や南北長の情報を得ることが課題となる。

② 葺石、埴輪等の外表施設の有無の確認
葺石は、東側斜面上で葺石とみられる大型石材が確認された。また西側トレンチの西端では墳丘削平時に掻き出さ

れた葺石とみられる石材が集積していたことから、施されていたllT能性が極めて高いものと推測される。もっとも、

出土量は少ないので、墳丘全面にまばらに施11されていたのであろう。葺石は段丘起源のtl角礫と河床礫が使用され

ていることは、 1号墳と類似する組成として注意される。埴輪は一切確認されなかった。 2号墳の墳裾から1号墳と

の間において、1971年の調査で確認されていた石敷き遺構を検出した。礫面は平坦面を上にむけて配置されている

から、いわゆる礫敷とみて良い。検出した礫間には 1層系上で下位に拳大の礫で構成される裏こめ礫が確認された。

問題は礫敷の構築年代と性格である。遺物を伴わないが、基質の層相から近世の所産と見られたが確定するには至ら

なかった。道路遺構という性格も評価も含め、次年度への課題となった。

③ 埋葬施設の残存状況の確認
今回は調査できなかったので、次年度以降、状況をみて取り組みたい。

④ 築造時期に関わる資料の入手
占墳に伴う出土遺物がないので築造年代についても今後の課題となる。

以上、今回の調査は、決して大きな成果ではなかったけれども、次年度以降の本格的な調査のための基本情報や検

討すべき課題を具体化できた。

周山古墳群は、京北の古墳時代を解明するための貴重な文化遺産である。その歴史的価値を明確にするための調査

を継続し、学術的成果の分析と公表を重ねたい。折しも、今年度は、京北地域の出上文化財を中心とした展示、公開

する施設として、京都市京北文化遺産センターがオープンした。今後は、このセンターとも連携しながら、市民への

遺跡情報の公表と様々な文化遺産との融合を図る活用にむけて努力していきたいと考えている。

最後に、調査にご協力いただいた関係各位に感謝申し上げる次第である。

(國下多美樹)
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図版 1

(1)川山 1ヽ 4'リナriの I見状 (中 り(の杉本「|、 トローンl● t影  南 Llか ら
'

(2)Pl1 2'ナ lli,1月 合前1風景 (中 却lり 後、東側の 1;ナ墳」i「1か ら,
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図版 2

周山 2号墳、 2-l束 トレンチ全景 (2層 11“、フェンス奥が 1号墳、7Чから)
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図版 3

(1)周 山 2号墳、2-l東 トレンチ全景 (2層 卜面、北西から)

(2)周 山 2号墳、2-1東 トレンチ全景 (南端試掘後、西から)
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図版 4

周山 2'll貞、2-1束 トレンチ全景 (有端試掘後、束から、試掘子L奥 :墳 丘11の葺イi、 「 前は石敷き)
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図版 5

(1)周 山 2号 lll、 2-1'1墳 試掘断山i(北から、墳 ■側 )

(2)|]山 2号 lll、 2-1'」墳試掘断mi(北から、礫炊書
`分
側 )
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図版 7

(1)2号 l」
:、 2- 1西 トレンチ↑景 (2層 Ji‖ |、 口Чから)

(2)2号 1」
i、 2-1西 トレンチ全lit(11終 面、ぼ:卜、 ドローン描:影 )
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図版 8

(1)周 山 2号墳、2-1西 トレンチ西端 2c層 中の礫群 (南西から)

Ic

平瓦 (3)(2)出土遺物 磨凹石 (1)須恵器 (2)
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